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第1章 序論
1.1 研究背景
1.1.1 図書館の社会的役割の変化とサービスの変容
図書館は、人々があらゆる情報にアクセスするための知の拠点として社会にお
いて重要な役割を果たしてきた。しかし近年、図書館を取り巻く社会的な状況が
変化しつつある。情報技術とインターネットの発展により、検索エンジンを用い
た情報検索が普及し、インターネットを利用できる端末さえあれば、世界中の情
報へすぐにアクセスすることが可能になった。それに伴い、ユーザ個人の情報検
索能力も向上し、情報検索を行うためには専門的な能力が必要となる場面は少な
くなっている。そのため、多くの場合において情報を手に入れるためには手元の
端末で検索を行えば十分であり、図書館に来て本を探すといった旧来の情報探索
方法を利用する場面は少なくなり、それに付随して情報を手に入れるためにあえ
て図書館を利用する必要性は弱まりつつある。また、資料の形も変化を遂げてい
る。Amazon Kindleや iPadなどタブレット端末の普及と電子書籍の出版・流通基
盤の形成、大学図書館においては電子ジャーナル化といった要因により、図書館
のコレクションは紙媒体から電子媒体へと形態を変えている。同時に紙媒体の資
料を保管するデポジットライブラリとしての役割を担うのは、館としての図書館
ではなくウェブへと移行していくことが予想される。こうした状況から、物理的
な図書館は不要であるという論が上がるなど、館としての実体を持った「図書館」
という施設の存在意義が問い直されている。このように、かつては知識を得るた
めの場であった図書館の社会的な役割が現代においては変化しつつあり、同時に
これは図書館の提供するサービスにも変化が求められている。
これらの状況を踏まえ、これから図書館はどのようなサービスを提供していく
のがよいかを考え直す必要があるが、その方針の一つとして、図書館利用者の知
識創造を支援するという方針が考えられる。
ラーニング・コモンズによる知識創造支援環境
図書館利用者の知識創造を支援するサービスとして、大学図書館においてはま
ずラーニング・コモンズが挙げられる。
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大学図書館においては、「場所としての図書館」の有用性を主張するインフォメー
ション・コモンズやラーニング・コモンズの概念が広まっている。
実際に大学図書館においてラーニング・コモンズやそれに準じる機能を持った
施設の設置が国内でも 2増加しており、現在に至るまでに多くの大学図書館でラー
ニング・コモンズが設置されてきた。各大学でラーニング・コモンズ設置が積極的
に進められてきた背景には、2012年の文部科学省による中央教育審議会答申であ
る新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け、主体的
に考える力を育成する大学へ～（答申）によるアクティブ・ラーニングの推進が
ある。アクティブ・ラーニングは答申内の用語集において、"教員による一方向的
な講義形式の教育とは異なり、学修者の能動的な学修への参加を取り入れた教授・
学習法の総称"と定義されている [1]。発見学習、問題解決学習、体験学習、調査学
習のほか教室内でのグループ・ディスカッション、ディベート、グループ・ワーク
等が有効なアクティブラーニングの方法として挙げられている。また。大学の教
育カリキュラムにおいて課題解決型学習（Project Based Learning）を取り入れる
などの取り組みも行われている。このようなアクティブ・ラーニングを推進する
ための場として、各大学はラーニング・コモンズの設置を進めてきた。
ラーニング・コモンズの定義についてはベイリーとティエルニーによるものが
わかりやすく包括的であるとして挙げられている。それによるとラーニング・コモ
ンズはインフォメーション・コモンズの発展形であるとし、インフォメーション・
コモンズからラーニング・コモンズへの移行については"学習理論の転換を反映す
るものである。つまり、ここでは、 利用者へ知識を「伝達」するというより、コ
モンズのスタッフと利用者によって、そして利用者の自律的な学習によって知識
の「創造」を目指す。そのためラーニング・コモンズには、インフォメーション・
コモンズのすべての側面が含まれているとともに、さらにそれらを拡張し、増進
しているものである。"[2]と述べられている。このことから、コモンズの発展に伴
う知識の伝達から知識の創造という学習形態の変化は、アクティブ・ラーニング
の推進の動きと同じ流れを辿っており、知識創造支援という方向への図書館サー
ビスの変化の一部と読み取ることができる。
ではインフォメーション・コモンズとその発展形であるラーニング・コモンズ
は知識創造支援をどのように成立させるのだろうか。
インフォメーション・コモンズの概念は三つのレベルで使われており、それぞ
れ物理的コモンズ、仮想的コモンズ、文化的コモンズと呼ばれ、Beagleによる各
レベルの定義が永田によって和訳されている。物理的コモンズは他のレベルを支
える物理的な資源、たとえば情報資源を探索するためのハードウェアや空間を示
している。これよりも広いレベルである仮想的コモンズはWebなどによって繋げ
られる“知識メディアの電子的な連続体”とされる。具体的にはWeb環境や図書
館が所蔵するオンラインの資料がこれにあたり、ラーニング・コモンズの活動を
支えるコンテンツを提供する機能を担っている。最も広いレベルのコモンズは文
化的コモンズである。創造性や情報を共有する社会的・文化的な交流の場とされ、
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学習グループや学問コミュニティが例として挙げられている。コモンズはこのよ
うな三つのレベルが相互に関わることで機能しているため、物理的コモンズに注
目するあまり、箱物としての議論になりがちであることへの指摘を永田は述べて
いる。ハードウェアと空間を用意しただけではただの作業場所にすぎず、仮想的
コモンズと文化的コモンズについての議論を十分に検討した上でラーニング・コ
モンズの必要性を考えなければならない。
1.1.2 システムによる知識創造支援
図書館において知識創造支援を行うための取り組みについては、支援システム
を用いたアプローチも行われている。
知識創造支援システムを構築する研究として、南らによる図書館利用者の互助
ネットワーク形成の研究がある [3]。この研究はWeb上の衆知を集める仕組みを提
供するWeb2.0の思想を図書館サービスに取り入れたLibrary2.0という概念に基づ
き、知的活動支援を行う図書館サービスが重要となる Library3.0のモデルを提案
している。具体的な実装としては仮想書架と RFIDを用いた現実の書架を連携さ
せ、利用データを収集することで利用者同士の互助ネットワークを形成すること
を提案し、ネットワークを用いた展望について検討している。その中で互助ネッ
トワークを用いたコミュニティ構築支援、チーム構築支援による協調学習の可能
性についても触れられている。
また、貸出履歴を活用したコミュニティ指向型図書館システム構築の研究がある
[4]。こちらは図書館の貸出履歴の利用法という視点から各図書館の利用者コミュ
ニティを形成し、SECIモデルに則りそのコミュニティ内で生まれた図書館利用の
ノウハウを蓄積し、学習やブランディングに役立てる可能性を検討している。こ
こで図書館利用者間で共有される情報、図書館利用ノウハウとは自分なりの図書
館利用に関する知識や読書記録である。これらの情報をコミュニティ内で共有す
ることにより、他の利用者や図書館にとって有益となる可能性のある情報が個人
の知識からコミュニティの知識へと変化する。
こうした知識創造支援への研究が行われているが、これらの研究は手法の提案
に留まっている。そのため、利用者同士のコミュニティを構築することによる知
識創造支援の手法が有効であるかどうかについて実践の形では検証されていない。
一方で、金沢工業大学における図書館ポータルの開発の研究 [5]がある。ここで
は書評を書いたり他人の書いた書評を読んだりすることを参加型の知識創造と考
え、知識の再編集を行うことが知識創造を促す仕組みであるとし仮想書棚と書評
機能を持った図書館システム「LCポータル」を構築している。また、授業の中で
システムを利用した実践を行い、知識創造が実感できた、知識を深めるのに役立っ
たなどの一定の教育効果を得たと述べられている。
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1.1.3 知識創造支援の問題点とコミュニティ形成
1.1.1節、1.1.2節において例示した知識創造支援のアプローチで共通する点とし
て、図書館利用者同士が相互に学び合うためのコミュニティを形成することが知
識創造の基盤となっていることが挙げられる。実際に、金沢工業大学における図
書館ポータル開発の研究の実践例 [6]では、授業という既存のコミュニティを利用
した実験を行い、効果を得ることができている。ゆえに、知識創造支援のための
基盤にはコミュニティの形成が必要であると考えた。
また、従来、情報を入手するための場であった図書館において、静かに一人で
図書館を利用するイメージは利用者にとって根強く残っていることが推測される。
文化的コモンズの役割とアクティブ・ラーニングの実現、研究での開発システムの
利用、いずれにおいても知識創造支援には他の利用者との相互作用がか欠かせな
いものとなっている。その状況において、静かに一人で利用する図書館というイ
メージは知識創造支援を阻害する一つの要因であることが考えられる。利用者同
士が相互に知識を共有し、新たな知識を生み出すためには、まず図書館利用者同
士のコミュニケーションが当たり前に行える場所であるという認識を利用者の中
に作ることが重要である。コミュニティを形成することは、知識創造支援を行う
図書館を作るために踏まえるべき過程であり、着目すべき点であると考えている。
1.2 形成するコミュニティについての検討
これまで述べてきた背景を踏まえ、本研究では知識創造の基盤として学習を目
的とした仮想的なコミュニティを形成することを目指す。その観点から、本節で
は学習に関わるオンラインコミュニティの発展に関する先行研究を参照し、本研
究において形成するコミュニティがどのようなものであるかを検討する。
1.2.1 オンラインコミュニティの発展段階について
Henriらによる学習に関わるオンラインコミュニティの発展段階についての研究
がある [7]。Henriらはこの中でコミュニティの発展段階として 4つの段階がある
とし、その特徴をまとめている。
ここで定義される 4つのコミュニティの段階はそれぞれ関心コミュニティ、目標
コミュニティ、学習コミュニティ、実践コミュニティと区分される。コミュニティ
が形成される流れとそこで起きる活動、そしてそのコミュニティはどのように発
展するかについて、各段階のコミュニティが分析されている。
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図 1.1: Henriらのオンラインコミュニティの発展段階
関心コミュニティ
共通のトピックに関する話題を中心とし、その周辺に集まる人々によって構成
されるコミュニティである。人々は、情報交換や質問に対する回答を得る、トピッ
クについての知識を得るなどの目的を持ってコミュニティに参加する。それぞれ
が欲しい情報を手に入れることが参加者の主な目的であり、目的を達成すると離
れていく人も多いこの段階では、参加者はコミュニティに参加するという意識が
弱く、コミュニティ内で知識を共有する意義を感じていない。そのためこの段階
のコミュニティでの学習は集団ではなく主に個人単位で行われている。
目標コミュニティ
この段階のコミュニティは主に仕事などにおいて特定の目的を達成するために
形成され、参加者は目的達成、または問題を解決するためにそれぞれが持つ知識
とアプローチを共有する。そして目的を達成するとコミュニティは解散される。関
心コミュニティが個人の関心に基づいて情報交換をするのが目的だったのに対し、
この段階でのコミュニティでは参加者が共通の目的を達成するために情報交換を
行う。目標コミュニティでは、目的達成のためにお互いがなにをすべきか、共通
理解を構築することが重要となる。この共通理解を確立することでコミュニティ
自身が定義される。共通理解を確立するための議論と、媒介となる成果物を創造
することがこのコミュニティでの学習過程である。
学習コミュニティ
この段階のコミュニティは学習することを目的に形成される。学習コミュニティ
の学習は社会的学習理論などの学習理論で述べられるものと近い。また、この学
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習は学科のカリキュラムなどに関連するものであり、教員など学生を導く立場の
人にとってはこのコミュニティを形成することが、学生同士の協調学習へ導くた
めの最初の作業となる。学習コミュニティの構成員は学習することを目的としコ
ミュニティに参加する。このコミュニティで行われる学習は、単に具体的な成果物
を創造することだけでなく、その成果物を想像する段階において他の参加者との
コミュニケーションを行い、コミュニティの定義を行う。どのように学習を進める
か、相互に理解し合うためのコミュニケーションの過程そのものがこのコミュニ
ティで起きる学習である。この活動は意味の交渉 (negotiation of meaning)と呼ば
れ、コミュニケーションを行う中で生じた理解の相違や齟齬を質問や確認を行う
ことで解決していくプロセスであり、コミュニティ形成において重要となる活動
である。意味の交渉は不足するとコミュニティの崩壊につながる重要な活動であ
り、学習コミュニティではこの意味の交渉が知識創造の基盤となる。また、ここ
で創造された成果物が参加者にコミュニティへの帰属意識を持たせ、同時にこの
成果物によりコミュニティは可視化される。
ゆえに、このコミュニティの形成には (1)コミュニティ構成員は学習をすること
を目的とする、(2)コミュニティで行われる学習として構成員の共通理解を形成し
ながら成果物を作り上げている、(3)構成員のコミュニティへの帰属意識が現れて
いる、の三点を満たしていることが必要となる。
実践コミュニティ
この段階のコミュニティが目指すのは、参加者それぞれが補完的に知識を共有
することで仕事を広げていくことであり、これは前述の目標コミュニティとは対
照的な特徴である。このコミュニティには知識を伝達するための「境界オブジェク
ト」が存在し、境界オブジェクトを創造することでコミュニティが定義され、参
加者の帰属意識も強くなる。実践コミュニティでは参加者たち自身がコミュニティ
の目的を定義し、自発的な実践を通して学習していく。また、継続的であること
がこのコミュニティの特徴である。
1.2.2 現在の大学図書館におけるコミュニティ
現在の大学図書館におけるコミュニティは、コミュニティの発展段階のうち関
心コミュニティ、もしくは目標コミュニティにあたると考えられる。例えば、授
業の課題に取り組む学生グループというコミュニティの場合、課題を達成するた
めにどのような資料を利用すればよいのか、情報交換を行うコミュニケーション
を行う、この場合のコミュニティ段階は関心コミュニティに当たる。あるいは、グ
ループ学習として共通のレポート課題について取り組むコミュニティの場合は、レ
ポートを完成させるという目的を持ち、レポートという成果物を創造する目標コ
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ミュニティに相当する。このようなコミュニティが大学図書館で学習を行うといっ
た状況は十分に想定される。
また、1.1.1節で前述したようにラーニング・コモンズの設置により図書館内で
学生同士がグループ学習を行うような光景も見られるようになっている。しかし、
そこで形成されるグループは同じ学科や同じゼミに所属している、友人同士であ
るなど、社会的な所属や関係性に影響されたものが多いことが推測される。学習
のためのコミュニティを形成するのであれば、同じ学習内容に関心を持つ学生同
士が同一のコミュニティに所属するのが理想的である。しかし現在の大学図書館
においては、たとえ同じ関心を持つ学生が隣で学習していたとしても、それを知
る機会はない。これはラーニング・コモンズなどを利用しても解消されない問題で
ある。この状態を潜在しているコミュニティであると定義すると、現在の大学図書
館における学習のためのコミュニティは潜在している状態にあると言える。隣で
学習している学生がなにに関心を持ち、どういう課題に取り組んでいるのか、知
ることができない。これを解決するためには、それぞれのグループがどのような
学習に取り組んでいるコミュニティであるのかを明示する必要がある。コミュニ
ティの可視化を行うことで、同じ関心を持ち課題に取り組む学生の存在を知るこ
とが可能になり、同じコミュニティに参加し、共に学習することができる。大学
図書館における学習コミュニティ形成を適切に行うためには、コミュニティを可
視化する過程が必要になると考えられる。
1.3 研究目的
本研究の目的は図書館における知識創造を支援するために学習コミュニティを
形成することである。学習コミュニティの形成を支援するための仕組みを提案・構
築し、それにより図書館利用者同士による学習コミュニティが形成されるかどう
かを検証する。
研究目的において図書館における学習コミュニティを形成するとしたが、本研
究が大学図書館を対象として図書館学習コミュニティを形成することを踏まえ、
Henriによる学習コミュニティの定義の中では、学科等のカリキュラムに沿って発
展するコミュニティであることが述べられており、大学における学びを支える機
関である大学図書館において形成するコミュニティとしては学習コミュニティが
最も適切であると考えた。
本研究の目的として形成する学習コミュニティの定義はこのHenriによる学習コ
ミュニティの定義に沿うものとし、(1)コミュニティ構成員は学習することを目的
とする、(2)コミュニティで行われる学習として構成員の共通理解を形成しながら
成果物を作り上げている、(3)構成員のコミュニティへの帰属意識が現れている、
の三点を満たすコミュニティを形成することを目指す。
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第2章 研究手法
2.1 概要
学習コミュニティを形成するための手法としてコミュニティの形成を支援する
システムを構築する。そのため、本章では学習コミュニティを形成するために必
要とされるシステムの機能について検討する。
研究目的で述べた学習コミュニティの定義をそれぞれ満たすための手法として
次のことを提案する。
 (1)学習を目的とするコミュニティ構成員を集めるために、大学図書館利用
者を対象としてコミュニティを形成する。
 (2)コミュニティで行われる学習として構成員の共通理解を形成しながら成
果物を作り上げるために、コミュニティ内でコミュニケーションを取りテー
マ本棚の編集を行う。
 (2)で用いたテーマ本棚形成の過程を通じて (3)構成員のコミュニティへの帰
属意識を形成する。
以下ではこれらの手法についてそれぞれ詳細に述べていく。
2.1.1 学習を目的とするコミュニティ構成員を集める
まず、学習を目的としたコミュニティを形成するためには、学習することを目的
とした人が集まり、コミュニティの構成員となる必要がある。学習することを目
的とした人を集めるために、本研究では大学図書館の利用者を対象とすることを
考えた。節で述べたように、現在の大学図書館はそれぞれの学習に取り組んでい
るコミュニティが形成されているものの、コミュニティの段階が学習コミュニティ
に至らない状況にあることが考えられる。学習コミュニティ形成のための基盤と
して学習を目的とした人々である大学利用者を対象とすることで、学習コミュニ
ティ形成の可能性を高めることができると考えた。
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2.1.2 構成員の共通理解の形成と成果物の創造
次に出口らの書籍所有情報を用いたコミュニケーション支援システムの研究 [8]
を関連研究として挙げる。これは書籍の情報により個人やコミュニティの特徴付
けを行ったもので、テーマに沿った研究を行っている研究室がそれぞれ所有する
本の情報を収集・比較を行い、書籍に関する情報は人の情報やコミュニティの特徴
を知る手段として有益であるとした研究である。また、webサービスの本棚.org[9]
はweb上で公開共有本棚サービスを介してグループコミュニケーション支援を行っ
ている。ここで本棚を用いる利点として、書籍情報の登録だけで情報が発信でき
るためにユーザの情報発信の労力が少なく済むことが挙げられている。
これらの成果に基づき、本研究では関心に基づいた本棚を構築することでコミュ
ニティが持つ関心の特徴を表現することを考えた。また、現状のコミュニティが
抱えている問題である、同一の関心を持つコミュニティへの参加が難しいことに
ついても、システム上でも同様にコミュニティに参加するための心理的負担が大
きくなることを避けるため、本を追加するだけで手軽に情報発信ができる本棚形
式が適切であると考えられる。ゆえに本研究では本棚サービスを用いてシステム
上にコミュニティを形成する手法を用いることとした。
本棚サービスを用いてシステム上に学習コミュニティを形成するために、本研
究では性質の異なる本棚サービスを二種類提供する手法を提案する。
一つ目は個人の関心に基づいた「個人本棚」である。この個人本棚はユーザ一
人ひとりが個別に管理するものであり、ユーザ IDひとつにつきひとつの本棚を作
ることができる。この本棚は既存の仮想本棚システムと類似した機能を持ってお
り、ユーザが自分の興味や関心に合わせて本の追加・コメントの追加といった編集
作業を行うことができる。この本棚を参考に、次にテーマ本棚を探していく。個
人本棚を編集することによって個人の興味や関心が表現されている本棚がひとつ
完成することになる。
もう一つの機能「テーマ本棚」は共通の関心に基づいた本棚であり、ひとつの
テーマについてシステム上に存在するテーマ本棚は一つだけである。またテーマ
本棚はすべてのユーザに対し編集の権限が与えられている公開共有本棚という性
質を持つ。そのため、ユーザはあるテーマについての本棚を作成・編集する際に
は、他のユーザと共通の本棚を利用することになる。
この二種類を順番に用いることで、コミュニティを形成する。まず個人本棚を編
集し、ユーザ自身の関心を本棚の形に表現する。この個人傾向から自分の関心の
あるテーマの発見を促し、テーマ本棚を編集する際のテーマ選択の負担を減らす。
関心のあるテーマを選び、ユーザはそれぞれが選択したテーマ本棚の編集に移
る。まず、テーマに関心のあるユーザの集団をシステム上に集めることで、ある
テーマに関する関心を持ったユーザコミュニティを形成することができる。これ
はテーマについての関心コミュニティであると考えられる。このコミュニティに
ついて本棚サービスを提供することで、本システムはユーザに対しテーマに関す
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る書籍のコレクションを構築する環境を作る。コミュニティに対し目的を与える
ことで、このユーザコミュニティは目標コミュニティへと発展することが期待さ
れる。各ユーザがテーマに関する書籍を選択し、本棚へ追加することでこのコミュ
ニティはテーマ本棚という成果物を形作っていく。そして本棚の編集にあたって
各ユーザはどのような意図を持っているのか、共通理解を促すためにテキストコ
ミュニケーションによる意思疎通を行うことができる環境を整える。この共通理
解のためのコミュニケーションへの参加を通して、ユーザはどのように学習を進
めていくかについて他ユーザとの共有を行う。これはコミュニティを形成するた
めに重要とされる、意味の交渉のプロセスのために必要な環境である。
このようにテーマ本棚を作ることで、研究目的で挙げた学習コミュニティの定
義 (2)コミュニティで行われる学習として構成員の共通理解を形成しながら成果物
を作り上げている の要件に相当する活動が起こることを期待する。
2.1.3 構成員の共通理解の形成と成果物の創造
前節で、本棚サービスを用いてテーマ本棚という成果物を創造し、その中で共
通理解を促すためのテキストコミュニケーションが行われることを考えた。これ
らの過程を繰り返すことにより、ユーザそれぞれが自分はコミュニティの参加者
であるという認識を持つことが期待される。自分がコミュニティに所属している
ことをユーザが自覚することはそれぞれのコミュニティへの帰属意識を持つこと
になり、この帰属意識がコミュニティの参加者としての結束を強める効果がある
と考えている。これが、学習コミュニティの定義のうち (3)構成員のコミュニティ
への帰属意識が現れている という要件に相当すると考える。
本棚サービスによるコミュニティの可視化
このテーマ本棚を作成することは、2.1.1節で問題として挙げたコミュニティが
潜在していることについての解決法にもつながると考えた。システム上にテーマ
本棚としてコミュニティの成果物が作成されることで、このコミュニティがどのよ
うな特徴を持つものであるかがテーマ本棚によって定義される。また、テーマ本
棚の存在によりコミュニティの成果物がシステム上に公表されるため、コミュニ
ティが潜在することなくシステムで表現されることができる。これによりこれま
で潜在して参加することが難しかったコミュニティについて、テーマ本棚を介す
ることで容易にアクセスすることが可能となる。このことは、これまで同じテー
マについて関心を持っていたもののコミュニティを発見することができなかった
利用者、つまり潜在的なコミュニティ構成員に対しコミュニティへの参加を誘発
する効果を期待することもできる。
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第3章 システムの開発
3.1 概要
提案手法に従い、本研究では図書館利用者による学習コミュニティの形成を支
援するシステムとして、本棚サービスを用いた支援アプリケーションを開発した。
本システムは共同編集できる仮想本棚サービスであり、本システムを利用するこ
とで学習コミュニティの形成を支援することを目的とする。
前述のように、(1)コミュニティ構成員は学習することを目的とする、(2)コミュ
ニティで行われる学習として構成員の共通理解を形成しながら成果物を作り上げ
ている、(3)構成員のコミュニティへの帰属意識が現れている、の三点を満たすこ
とで学習コミュニティを形成する。本システムの利用を通して、この三点を満た
したユーザが学習コミュニティの構成員となり、その構成員により学習コミュニ
ティが形成される。
3.2 システムの開発環境
システムの開発は以下の環境による。
 OS：Linux Ubuntu Server 12.04 LTS
 開発言語：Ruby 2.0.0-p481
 ライブラリ：jQueryUI
 Webフレームワーク：Ruby on Rails 4.1.7
システムはブラウザ上で動作するアプリケーションであり、Javascriptの動作す
るブラウザを介することで利用できる。実験に際し、SafariとGoogle Chromeで
の動作確認を行っている。
3.3 システムの機能
システムのトップページを図 3.1に示す。
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システムは個人本棚とテーマ本棚という二種類の本棚サービスを提供している。
トップページに表示されているのは上から個人本棚、テーマ本棚の一覧、新しく
テーマ本棚を作るためのフォームである。個人本棚とテーマ本棚はいずれの本棚
もトップページからアクセスすることができる。
図 3.1: 実装システムのトップページ
3.3.1 本棚の機能
個人本棚・テーマ本棚に共通の機能について解説する。本棚の編集画面で行え
ることは、(1)本棚への本の追加・入れ替え (2)コメントの追加 の二つである。
(1)本棚への本の追加：ページ上部の「本を検索」のフォームにキーワードを入
力することで、本を検索することができる。本の検索には AmazonAPIを利用し
ている。検索結果は本の表紙画像が並ぶ形で表示され、オンマウスすることで本
のタイトルが表示される。キーワード「Ruby」について本の検索を行った際の検
索結果表示は図 3.2のとおりである。
検索結果で表示されている本の表紙画像はドラッグ＆ドロップで移動可能であ
り、ドラッグで画面中央の本棚部分に移動し、ドロップすることで本棚に追加す
ることができる。本がドラッグされると本棚の色が変わり、要素がドロップされ
る部分の棚が明るくなる。明るくなった部分で本をドロップすることで、ドラッ
グして本を本棚に追加する過程を図 3.3に示している。
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図 3.2: キーワード「Ruby」の検索結果
検索して最初に表示される検索結果は、AmazonAPIにリクエストして取得でき
る最初の 1ページ分だけである。2ページ目移行の結果を表示させたい場合は、検
索結果表示スペースの下部にあるボタンを押すことで次ページの検索結果が追加
で表示される。ボタンを押す度に次のページの検索結果がこれまでの検索結果の
下に追加される形で表示されていく。図 3.4はキーワード「Ruby」の検索結果を
3ページ分表示させた状態である。
本棚に追加した本は本棚下部の保存ボタンを押すことでデータベースに保存さ
れる。次回以降ページにアクセスすると前回保存された状態の本棚が表示される
ようになる。保存ボタンを押した際に送信され、データベースに保存されるデー
タは以下の通りである。
 編集ユーザの ID
 編集された本棚名（ユーザ IDまたはテーマ名）
 書籍データ
{ 表紙画像のURL
{ 書名
 本棚内の書籍の位置（段数、
 編集日時
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図 3.3: 本棚への追加
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図 3.4: 検索結果の複数ページ分表示
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(2)コメントの追加：本棚の右側にはコメントが表示される。コメントは本棚や
追加した本に対して付与するものであり、テーマ本棚においては他ユーザとの交
流手段としても用いることができる。コメントフォームに入力して投稿ボタンを
押すことでコメントはデータベースに保存され、コメントフォーム下部にコメン
トの一覧が表示される。
3.3.2 個人本棚
test1という名前のユーザの個人本棚のページを図 3.5に示す。
図 3.5: ユーザ test1の個人本棚
個人本棚は各ユーザが持つ自分専用の本棚である。「（ユーザ ID）の本棚」とい
う名前を付与しており、この場合は「test1の本棚」という名前になる。個人本棚
は各ユーザにつき一つ提供しており、ユーザ本人だけが編集することができる。
3.3.3 テーマ本棚
絵本というテーマに関するテーマ本棚を図 3.6に示す。
画面のインターフェースと各機能は個人本棚と同じように利用できる。個人本
棚と異なるのは、テーマ本棚は公開共有本棚であり、システム上のすべてのユー
ザに対し閲覧・編集の権限が与えられている点である。そのため、他のユーザが追
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図 3.6: 絵本のテーマ本棚
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加した本を移動したり削除したり、コメント機能を用いて他のユーザとコミュニ
ケーションすることができる。
新たなテーマでテーマ本棚を作成したい場合は、トップページの「新しいテー
マ本棚を作成する」のフォームに作成したいテーマ名を入力し、作成ボタンを押
すことで新規に作成される。作成されたテーマ本棚はトップページのテーマ本棚
一覧に追加され、アクセスできるようになる。
3.4 先行研究との比較
本システムの機能のうち、テーマ本棚の公開共有本棚は本棚.org[9]で用いられ
ているものと類似の性質を持っているが、本棚.orgがすべてのユーザが自由に本
棚を編集できたのに対し、本システムにおいては本棚の利用にはログインを必須
としており、テーマ本棚を閲覧・編集するためにはユーザ IDの取得とログインが
必要となる点が異なっている。この仕組みにより、公開共有本棚であるために起
こる匿名ユーザによる理由のない本棚の削除等の迷惑行為が起きた場合にシステ
ム利用制限を課す等の対策を取りやすいという利点がある。
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第4章 評価
4.1 評価実験の概要
実装システムを用いて評価実験を行った。実験対象は筑波大学付属図書館のう
ち、図書館情報学図書館の利用者である筑波大学図書館情報メディア研究科、知
識情報・図書館学類、情報メディア創成学類のいずれかに所属する学生とした。本
実験では図書館情報メディア研究科から 2名、知識情報・図書館学類から 7名、情
報メディア創成学類から 1名の計 10名の被験者に実験協力を依頼した。実験期間
は 1/7から 1/13の一週間とし、期間内にシステムを利用した上でweb上のフォー
ムから評価アンケートへの回答を行う。実験期間中、1/7から 1/11まではシステ
ム利用期間とした。アンケートへの回答期間は実験期間の後半にあたる 1/11から
1/13の 3日間に設定し、アンケートへのアクセスは 1/11以降に受け付けることと
した。
4.1.1 実験の目的
本実験の目的は、実装システムを用いて図書館利用者による学習コミュニティ
の形成が可能かどうかをシステムの利用ログと評価アンケートから検証すること
である。
4.1.2 実験手順
実験は (1)個人本棚の利用 (2)テーマ本棚の利用 (3)評価アンケートの順で行う。
(1)個人本棚の利用は、次のテーマ本棚を利用するための前段階として、自分の
関心を本と本棚を用いて表現し、可視化することを通じて、自分の関心がどの分
野にあるかを自身で捉え直すねらいがある。自分の関心分野を知ることで、次の
テーマ本棚を利用する段階においてテーマの選択を容易にすることが目的である。
また、システムの機能と使い方を覚えるための練習という意味合いも兼ねている。
(2)テーマ本棚の利用は本実験の中心となる部分である。被験者たちは公開共有
本棚であるテーマ本棚を利用し、他のシステム利用者と共に本棚を作ることがで
きる。自分の関心のあるテーマを選び、その本棚へ本を追加・削除するなど本棚
の編集を行ったり、その本棚や編集した本についてのコメントを書いたりするこ
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とで、他の利用者とやりとりしながらひとつのテーマについての本棚を作り上げ
ていく。
(3)評価アンケートはシステムを利用した後に回答するものである。アンケート
はwebフォームを用いて回答するものであり、システム利用期間が終了した後に
システムのトップページ上のリンクからアクセスが可能になる。このアンケート
への回答をもって実験手順はすべて完了となる。
4.1.3 実験被験者への説明
実験を開始する前に、被験者には個人本棚・テーマ本棚機能の動作と使い方を
説明し、前述した手順に従って個人本棚を利用した後にテーマ本棚を利用するよ
うに指示している。実験期間中は一日一回から数回、被験者それぞれの無理のな
い範囲でシステムを利用してほしいと依頼した。また、学習コミュニティ形成を
目的とした実験であることは説明しているが、特に学習目的でシステムを利用す
るようには指示していない。どのテーマ本棚を編集するか、どのようなテーマ設
定で本棚を新規作成するかといったテーマの選択に関する部分は被験者の自由に
任せている。
ただし、テーマ本棚の利用方法を示すために、システム上には実験開始前にサ
ンプルデータを作成している。テーマ本棚「図書館情報学の本棚」「Rubyの本棚」
という 2種類のテーマで本棚を作成している。これらのテーマは、実験対象である
図書館情報学図書館の利用者にとって馴染みのある分野であることから選択した。
うち「図書館情報学の本棚」には、テスト用のアカウントを用いて、本のデータを
6冊分、コメントを 1件登録している。6冊の本のデータはテーマから大きく外れ
ない範囲のものを選択している。コメントは「図書館情報学に関する本棚です。」
と記述し、事前説明と同様の使い方で、本棚に対する説明のコメントを付与した。
「Rubyの本棚」は作成しただけで、本やコメントのデータは登録していない。
評価アンケートはwebフォームへのリンクを設置し、各質問項目について回答
をお願いした。実験開始前の説明時に、評価アンケートへの回答はシステム利用
後に行ってほしいという旨を伝えている。
4.2 実験結果
実験結果として、システム上に保存された本棚やコメントの利用データと、シ
ステム利用後の評価アンケートの回答の二種類のデータを得た。以下で各データ
について記述する。
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4.2.1 システムの利用データ
評価実験内で利用されたテーマ本棚は 7種類、うち実験開始時に事前にこちら
で作成していたテーマ本棚は「図書館情報学」「Ruby」の 2件、被験者により作成
されたテーマ本棚は 5件であった。
各テーマごとのデータ登録数を表 1に示す。書籍数は本棚に追加された書籍の
冊数、コメント総数は各本棚に投稿されたコメントの総数、コメントユーザ数は
コメント追加を行った被験者のユニーク数である。
表 4.1: テーマ本棚データ登録数
テーマ名 書籍数 コメント総数 コメントユーザ数
図書館情報学 7 2 1
Ruby 6 4 3
プレゼント 4 4 2
絵本 8 9 5
統計 4 3 3
料理 9 5 4
何でもありの一番おすすめの本 2 4 2
青年マンガ 6 1 1
計 46 32 -
次に各テーマ本棚に登録された書籍とコメントの内容について、具体的にどの
ような結果が得られたのかをテーマごとに示す。
図書館情報学の本棚
この本棚はサンプルとして事前にこちらで作成された本棚であり、実験開始前
にサンプルデータをいくつか登録している。サンプルユーザが登録したものは被
験者 IDを割り当てずハイフンで記している。
テーマ本棚を中心としたコミュニティが最終的な成果物として構築したテーマ
本棚の書籍一覧（表 4.2）、テーマ本棚の編集過程（表 4.3）、本棚に対するコメン
ト（表 4.4）の順で結果をまとめた表が以下となる。書籍は本棚の並び順、編集過
程とコメントは時系列順に上から並べて表記している。
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表 4.2: 図書館情報学の本棚に登録された書籍
被験者 書籍タイトル
G 未来をつくる図書館―ニューヨークからの報告―（岩波新書）
- 新しい時代の図書館情報学 (有斐閣アルマ)
- 図書館サービス概論 (ライブラリー図書館情報学)
- 図書・図書館史 (JLA図書館情報学テキストシリーズ 3-11)
- 沸騰！図書館　１００万人が訪れた驚きのハコモノ (角川 oneテー
マ 21)
- 生涯学習概論：知識基盤社会で学ぶ・学びを支える（講座・図書館
情報学）
- 図書館制度・経営論（現代図書館情報学シリーズ）
表 4.3: 本棚の編集過程
編集 書籍タイトル
Gが削除 たのしいRuby 第 4版
Gが追加 未来をつくる図書館―ニューヨークからの報告―（岩波新書）
表 4.4: 図書館情報学の本棚に付与されたコメント
被験者 コメント内容
- 図書館情報学に関する本棚です。
G やはり図書館情報学でのホットトピックは、「図書館情報技術論」で
しょ！
G なぜか図書館情報学の本棚にRubyの本が入っていたので削除しま
した・・・
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Rubyの本棚
この本棚も図書館情報学の本棚と同様にサンプルとして事前にこちらで作成さ
れた本棚である。ただし図書館情報学の本棚とは異なり、サンプルデータは登録
していない。本棚の作成のみを事前に行い、データの登録は行っていない状態で
実験を開始した。
最終的な成果物として構築したテーマ本棚の書籍一覧（表 4.5）、テーマ本棚の
編集過程（表 4.6）、本棚に対するコメント（表 4.7）の順で結果をまとめた表が以
下となる。書籍は本棚の並び順、編集過程とコメントは時系列順に上から並べて
表記している。
表 4.5: Rubyの本棚に登録された書籍
被験者 書籍タイトル
G たのしいRuby 第 4版
G Ruby on Rails4 アプリケーションプログラミング
G Rubyによるクローラー開発技法 巡回・解析機能の実装と 21の運
用例
G パーフェクトRuby（PERFECT SERIES 6)
I プログラミング言語Ruby
A Rubyの絵本 スクリプト言語を楽しく学ぶ 9つの扉
表 4.6: 本棚の編集過程
編集 書籍タイトル
Gが追加 Ruby on Rails3 アプリケーションプログラミング
Gが削除 Ruby on Rails3 アプリケーションプログラミング
Gが追加 たのしいRuby 第 4版
Gが追加 Ruby on Rails4 アプリケーションプログラミング
Gが追加 Rubyによるクローラー開発技法 巡回・解析機能の実装と 21の運
用例, パーフェクトRuby（PERFECT SERIES 6)
Aが追加 Ruby の絵本 スクリプト言語を楽しく学ぶ 9 つの扉
Iが追加 プログラミング言語 Ruby
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表 4.7: Rubyの本棚に付与されたコメント
被験者 コメント内容
G とりあえず代表的なテキストと、最近話題の本を入れておきまし
た。これからRubyをマジで勉強したいと思っているので、他にお
すすめの本どなたか投入して下さい！
A rubyの絵本はプログラミング始めたばかりの人向けと友達に勧め
られて読んだ本。ビジュアル的に用語が理解できました。
I 困ったらオライリーみたいな感じで使ってたので一応追加しました
G あ、いつの間に増えてる！嬉しい。
プレゼントの本棚
これは被験者がテーマを設定し作成したテーマ本棚である。
最終的な成果物として構築したテーマ本棚の書籍一覧（表 4.8）、テーマ本棚の
編集過程（表 4.9）、本棚に対するコメント（表 4.10）の順で結果をまとめた表が
以下となる。書籍は本棚の並び順、編集過程とコメントは時系列順に上から並べ
て表記している。
表 4.8: プレゼントの本棚に登録された書籍
被験者 書籍タイトル
C わたしはあなたのこんなところが好き。（のほほん絵本館）
B ヤバい経済学ー悪ガキ教授が世の裏側を探検する
A ささやかな魔法の物語ーカフェ・かもめ亭（ポプラの木かげ）
B 魔法の杖プチ（ブルームブックス）
表 4.9: 本棚の編集過程
編集 書籍タイトル
B 魔法の杖プチ（ブルームブックス）
A ささやかな魔法の物語ーカフェ・かもめ亭（ポプラの木かげ）
B ヤバい経済学ー悪ガキ教授が世の裏側を探検する
C わたしはあなたのこんなところが好き。（のほほん絵本館）
26
表 4.10: プレゼントの本棚に付与されたコメント
被験者 コメント内容
B 人にあげたら喜ばれた、もらったら嬉しい本、教えてください！
B 「魔法の杖」は聞きたいことの答えが開いたページに載っているっ
ていう、占いの本です。プレゼントしたその場で盛り上がりました
（^^)b
B 頂いて、すごく面白かったので「ヤバい経済学」追加！内容はヤク
の売人の話と経済学をからめたり。社会の裏側をちょこっとのぞけ
るかも？
C 「わたしはあなたの～」はリア充リア充してるのでリア充に読ませ
ると喜びます。（笑）ほんわかしたカップルのほんわかしたお話な
のでほんわかした心を探している人にはぴったりだと思います。
絵本の本棚
これは被験者がテーマを設定し作成したテーマ本棚である。最終的な成果物と
して構築したテーマ本棚の書籍一覧（表 4.11）、テーマ本棚の編集過程（表 4.12）、
本棚に対するコメント（表 4.13）の順で結果をまとめた表が以下となる。書籍は
本棚の並び順、編集過程とコメントは時系列順に上から並べて表記している。
表 4.11: 絵本の本棚に登録された書籍
被験者 書籍タイトル
I はらぺこあおむし
I 11ぴきのねこ
C まわるおすし
B すてきな三にんぐみ
A ぼくのニセモノをつくるには
A りんごかもしれない
A あさになったのでまどをあけますよ
D からすのパンやさん
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表 4.12: 本棚の編集過程
編集 書籍タイトル
Aが追加 あさになったのでまどをあけますよ
Aが追加 りんごかもしれない、ぼくのニセモノをつくるには
Bが追加 すてきな三にんぐみ
Cが追加 まわるおすし
Iが追加 11ぴきのねこ
Iが追加 はらぺこあおむし
Dが追加 からすのパンやさん
表 4.13: 絵本の本棚に付与されたコメント
被験者 コメント内容
A 好きな絵本を選びました。
B りんごかもしれない、面白いですよね！哲学的な内容で、私も好き
です！
A @Bさん/続編のぼくのニセモノをつくるには、も深く深く考えて
いく感じでおもしろいです！
B @Aさん/ぱらっと流し読みはしたんですが、とてもよかったです！
絵がかわいいのもポイント高いですよねー
C 全部好きなやつだ！(*^ ^*)「まわるおすし」もテンション高くてお
すすめですよ。
I 11ぴきのねこ追加
B 11ぴきのねこ、懐かしい！
I はらぺこあおむし追加
D 大好きな絵本を追加しました！
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統計の本棚
これは被験者がテーマを設定し作成したテーマ本棚である。
最終的な成果物として構築したテーマ本棚の書籍一覧（表 4.14）、テーマ本棚の
編集過程（表 4.15）、本棚に対するコメント（表 4.16）の順で結果をまとめた表が
以下となる。書籍は本棚の並び順、編集過程とコメントは時系列順に上から並べ
て表記している。
表 4.14: 統計の本棚に登録された書籍
被験者 書籍タイトル
I 統計学が最強の学問である
G マンガでわかる統計学
G ゼロから学ぶ統計解析（ゼロから学ぶシリーズ）
G 統計でウソをつく法ー数式を使わない統計学入門（ブルーバックス）
表 4.15: 本棚の編集過程
編集 書籍タイトル
Gが追加 ゼロから学ぶ統計解析（ゼロから学ぶシリーズ）
Gが追加 マンガでわかる統計学
Iが追加 統計学が最強の学問である
Gが追加 統計でウソをつく法ー数式を使わない統計学入門（ブルーバックス）
表 4.16: 統計の本棚に付与されたコメント
被験者 コメント内容
G 統計ができないと本当にまずいので、統計の勉強に向いている入門
書を共有させて下さいー
I 「統計学が最強の学問である」が良書だと聞いた覚えがあるので、
読んでませんが追加しました。
A 「まんがでわかる統計学」、統計の授業のときに読んでかなり助け
られました！
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料理の本棚
これは被験者がテーマを設定し作成したテーマ本棚である。
最終的な成果物として構築したテーマ本棚の書籍一覧（表 4.17）、テーマ本棚の
編集過程（表 4.18）、本棚に対するコメント（表 4.19）の順で結果をまとめた表が
以下となる。書籍は本棚の並び順、編集過程とコメントは時系列順に上から並べ
て表記している。
表 4.17: 料理の本棚に登録された書籍
被験者 書籍タイトル
B 1つのボウルでできるお菓子―型も 1つで全部できます
I 3スパイス&3ステップで作る はじめてのスパイスカレー
I ダッチベイビーを作ろう ふわふわ、もちもちの新感覚パンケーキ
I サンドイッチの発想と組み立て
I 家庭で作れるトルコ料理
G はじめてのル・クルーゼ
D フライパン１つで１００レシピ ＮＨＫ「きょうの料理ビギナーズ」
ハンドブック
D おもてなしを“気軽に"楽しむ華やかレシピ―予約が取れない料理
教室「Salon de clover」の幸せメニュー
D クックパッドの大好評レシピ
表 4.18: 本棚の編集過程
編集 書籍タイトル
Iが追加 家庭で作れるトルコ料理
Iが追加 サンドイッチの発想と組み立て
Iが追加 ダッチベイビーを作ろう ふわふわ、もちもちの新感覚パンケーキ
Iが追加 3スパイス&3ステップで作る はじめてのスパイスカレー
Bが追加 1つのボウルでできるお菓子―型も 1つで全部できます
Gが追加 はじめてのル・クルーゼ
Dが追加 フライパン１つで１００レシピ ＮＨＫ「きょうの料理ビギナーズ」
ハンドブック、おもてなしを“気軽に"楽しむ華やかレシピ―予約が
取れない料理教室「Salon de clover」の幸せメニュー 、クックパッ
ドの大好評レシピ
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表 4.19: 料理の本棚に付与されたコメント
被験者 コメント内容
I 気になる料理の本を追加しました。
G これは素晴らしい本棚！！たしかに料理の良い本を知りたいと思っ
てたのでした！
B お菓子も料理だよね？ってことで、簡単にケーキを作れる本を追加
です！
G ル・クルーゼの鍋を持ってるのになかなか高度な料理ができずもっ
たいないかったので、ル・クルーゼ本を追加！
D 気になる本を追加しました！お菓子作りの本も追加されていて、お
菓子作りにも興味がわきました！
何でもありの一番おすすめの本の本棚
これは被験者がテーマを設定し作成したテーマ本棚である。
最終的な成果物として構築したテーマ本棚の書籍一覧（表 4.20）、テーマ本棚の
編集過程（表 4.21）、本棚に対するコメント（表 4.22）の順で結果をまとめた表が
以下となる。書籍は本棚の並び順、編集過程とコメントは時系列順に上から並べ
て表記している。
表 4.20: 何でもありの一番おすすめの本の本棚に登録された書籍
被験者 書籍タイトル
I 幸福な食卓 (講談社文庫)
B 猫を抱いて象と泳ぐ (文春文庫)
表 4.21: 本棚の編集過程
編集 書籍タイトル
Bが追加 猫を抱いて象と泳ぐ (文春文庫)
Iが追加 幸福な食卓 (講談社文庫)
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表 4.22: 何でもありの一番おすすめの本の本棚に付与されたコメント
被験者 コメント内容
B 何でもありなので、本を追加するときに一言（でも何言でも）説明
してくださーい
B 「猫を抱いて象と泳ぐ」は「博士の愛した数式」で有名な小川洋子
さんの文芸書です。小川さんの作品独特の、透明な空気感がたまら
ないです！美しい作品です！
B 「猫を抱いて象と泳ぐ」は「博士の愛した数式」の著者、小川洋子
さんの作品です。小川さんの作品独特の透明な空気感が堪らないで
す！こんなに美しい物語を読んだことがないってくらい素敵です！
I 瀬尾まいこの「幸福な食卓」終盤の展開はいつも納得いかないです
が、「父さんは今日で父さんを辞めようと思う」から始まる登場人
物の不器用な人間関係の揺れ動きは、するする読めてとっても和み
ます。同著者の「卵の緒」もおすすめです。
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青年マンガの本棚
これは被験者がテーマを設定し作成したテーマ本棚である。
最終的な成果物として構築したテーマ本棚の書籍一覧（表 4.23）、テーマ本棚の
編集過程（表 4.24）、本棚に対するコメント（表 4.25）の順で結果をまとめた表が
以下となる。書籍は本棚の並び順、編集過程とコメントは時系列順に上から並べ
て表記している。
表 4.23: 青年マンガの本棚に登録された書籍
被験者 書籍タイトル
I 東京命日
I ハルシオン・ランチ (アフタヌーンKC)
I 少年少女 1巻 (ビームコミックス（ハルタ）)
I 高校球児 ザワさん（１） (ビッグコミックススペシャル)
I 乱と灰色の世界 1巻 (BEAM COMIX)
I SARU 上 (IKKI COMIX)
表 4.24: 本棚の編集過程
編集 書籍タイトル
Iが追加 SARU 上 (IKKI COMIX)
Iが追加 乱と灰色の世界 1巻 (BEAM COMIX)
Iが追加 高校球児 ザワさん（１） (ビッグコミックススペシャル)
Iが追加 少年少女 1巻 (ビームコミックス（ハルタ）)
Iが追加 ハルシオン・ランチ (アフタヌーンKC)
Iが追加 東京命日
表 4.25: 青年マンガの本棚に付与されたコメント
被験者 コメント内容
I 自分がおすすめの、他の人におすすめされた青年マンガです。一応
少年漫画少女漫画とは分けときました。
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4.2.2 評価アンケート
実験に参加した被験者 10名のうち 9名からシステム利用後に評価アンケートの
回答を得た。
アンケートの質問項目
アンケートの各項目ごとに質問の意図と被験者の回答をまとめる。Q1からQ8
までの各項目の詳細な回答結果は以下のとおりである。アンケートに回答した被
験者 9名にはアルファベット順にAから Iの IDを振っている。表中の回答はいを
○、いいえを-で表している。
 Q1. どのようなテーマ本棚に興味を持ちましたか（複数選択可）
{ 1. 自分の専門分野のテーマ
{ 2. 自分の知らない分野についてのテーマ
{ 3. 趣味や娯楽に関するテーマ
{ 4. その他（自由記述）
この項目は被験者のテーマ選択基準を調べるための項目である。選択肢とし
て自分の専門分野のテーマ/自分の知らない分野についてのテーマ/趣味や娯
楽に関するテーマの 3つを提示し、それ以外の場合はその他に記入するよう
自由記述欄を設けた。主に本棚の利用目的が学習目的であるか娯楽目的であ
るか、また学習目的の場合は自分にとって既知のテーマと未知のテーマのい
ずれかまたは両方に関心があるのかを測る目的で設定した。
被験者の回答は以下の通りとなる。
表 4.26: Q1. どのようなテーマ本棚に興味を持ちましたか（複数選択可）への回答
被験者 自分の専門分野 自分の知らない分野 趣味や娯楽 その他
A ○ - ○ -
B - - ○ -
C - - ○ -
D ○ - ○ -
E ○ - ○ -
F - - ○ -
G ○ ○ ○ -
H ○ - ○ -
I - ○ ○ -
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表 4.27: Q2. テーマ本棚を利用する目的に合致するものを選択してください（複
数可）への回答
被験者 1 2 3 4 5 その他
A - - ○ ○ ○ -
B ○ - - ○ ○ 他の利用者と会話したい
C ○ - - - ○ -
D ○ - ○ - - -
E ○ - - - - -
F ○ - - - - -
G ○ ○ ○ ○ - -
H ○ - ○ - ○ -
I ○ - ○ - ○ -
 Q2. テーマ本棚を利用する目的に合致するものを選択してください（複数選
択可）
{ 1. テーマについての情報を得たい
{ 2. テーマについて詳しく学びたい
{ 3. テーマ本棚の中身を充実させたい
{ 4. 自分の持っている本や本の知識をテーマ本棚に追加したい
{ 5. テーマ本棚を利用する他の利用者の役に立ちたい
{ 6. その他（自由記述）
この項目はテーマ本棚の利用目的を調べるための項目である。テーマについ
ての情報を得たい/テーマについて詳しく学びたい/テーマ本棚の中身を充実
させたい/自分の持っている本や本の知識をテーマ本棚に追加したい/テーマ
本棚を利用する他の利用者の役に立ちたいの 5項目を選択肢として提示し
たほか。それ以外の場合はその他に記入するよう自由記述欄を設けた。テー
マ本棚利用の動機についてテーマについての情報を得たい/テーマについて
詳しく学びたい の 2項目は学習意欲がどの程度あるかという内面的な動機、
テーマ本棚の中身を充実させたい/自分の持っている本や本の知識をテーマ
本棚に追加したい/テーマ本棚を利用する他の利用者の役に立ちたい の 3項
目はシステムや他の被験者といった外部の要因による動機であり、どの要素
が本棚利用の動機付けになるかを測定する目的で設定した。
被験者の回答は以下の通りとなる。
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 Q3. テーマ本棚は新たな知識を得るために役立ちましたか（選択肢：はい・
いいえ）
この項目はテーマ本棚機能の利用が知識の獲得に有用であるかを検証する項
目である。
被験者の回答は以下の通りとなる。
表 4.28: Q3. テーマ本棚は新たな知識を得るために役立ちましたか
被験者 回答
A ○
B ○
C ○
D ○
E ○
F -
G ○
H ○
I ○
 Q4. テーマ本棚を見ることはそのテーマについて学習することに役立つと思
いますか（選択肢：はい・いいえ）
 Q5. テーマ本棚を編集する（本の追加・コメントの追加を行う）ことはその
テーマについて学習することに役立つと思いますか（選択肢：はい・いいえ）
この 2項目はテーマ本棚機能の利用が学習に有用であるかを検証するための
項目である。テーマ本棚の閲覧と編集に分けて、利用形態ごとに項目を設定
している。またQ3との比較で、学習が知識の獲得・共有の段階であるか、知
識を得た上でさらに詳しく深めていく段階であるのかを被験者の主観から検
証する。
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表 4.29: Q4. テーマ本棚を見ることはそのテーマについて学習することに役立つ
と思いますか
被験者 回答
A ○
B ○
C ○
D ○
E ○
F -
G ○
H ○
I ○
表 4.30: Q5. テーマ本棚を編集する（本の追加・コメントの追加を行う）ことは
そのテーマについて学習することに役立つと思いますか
被験者 回答
A ○
B ○
C ○
D ○
E ○
F ○
G ○
H ○
I ○
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 Q6. テーマ本棚の利用を通して、コメント追加機能を用いた他のユーザとの
交流をしましたか （選択肢：はい・いいえ）
 Q7. コメント機能を用いた交流は新たな知識を得るために役立ちましたか
（選択肢：はい・いいえ）
この 2項目はテーマ本棚内コメント機能の利用について問う項目である。ま
ず交流を行ったかどうか、その交流が有用なものであったかを知る。
表 4.31: Q6. テーマ本棚の利用を通して、コメント追加機能を用いた他のユーザ
との交流をしましたか
被験者 回答
A ○
B ○
C ○
D -
E -
F -
G ○
H -
I ○
表 4.32: Q7. コメント機能を用いた交流は新たな知識を得るために役立ちましたか
被験者 回答
A ○
B ○
C ○
D -
E ○
F ○
G ○
H -
I ○
 Q8. テーマ本棚に参加することで、テーマに関するコミュニティに参加でき
たと感じますか（選択肢：はい・いいえ）
この項目はテーマ本棚を利用するユーザ同士のコミュニティへの参加をユー
ザ自身が意識したかどうかを測定するための項目である。
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表 4.33: Q8. テーマ本棚に参加することで、テーマに関するコミュニティに参加
できたと感じますか
被験者 回答
A ○
B ○
C ○
D ○
E -
F -
G ○
H ○
I ○
Q3からQ8までの回答を被験者ごとにまとめたものが表 4.34となる。
表 4.34: Q3からQ8までの各被験者の回答まとめ
被験者 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8
A ○ ○ ○ ○ ○ ○
B ○ ○ ○ ○ ○ ○
C ○ ○ ○ ○ ○ ○
D ○ ○ ○ - - ○
E ○ ○ ○ - ○ -
F - - ○ - ○ -
G ○ ○ ○ ○ ○ ○
H ○ ○ ○ - - ○
I ○ ○ ○ ○ ○ ○
 Q9. その他テーマ本棚について気づいた点があれば記入してください（自由
記述）この項目では、テーマ本棚についてこれまでの設問のほかに気がつい
たことを被験者が自由に記述できる。なんらかの記述があった被験者はその
回答と合わせてそれぞれ表にまとめている。
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表 4.35: Q9. その他テーマ本棚について気づいた点があれば記入してください（自
由記述）
被験者 回答
B テーマ本棚を作るときに、最初に簡単な趣旨説明と、数冊の本を置
くことで交流が活性化するような気がした
D 他の方がした本の追加とコメントを見て、知らなかった本を知るこ
とができ、読んでみたい本が増えました。
E 一番のおすすめなど、必ずしもテーマとして範囲が限られないもの
などについては、本を選んだ人がその本に対して持つ思い入れなど
を見て取ることができて興味深かった。
F 全員と共有する本棚を作るのは、少しハードルが高いと感じまし
た。
G どのレベルでテーマを設定するのが良いのか、悩んだ。具体的に知
りたいことをテーマにしてしまうと、あまりに絞られすぎて該当す
る本が少なすぎるだろうし、逆に漠然としたテーマにしてしまうと、
該当する本が多すぎて本棚から溢れそう。適切なテーマのスケール
というのがつかめず、本棚を新たに作るときに戸惑った。
I 自分のふだん触れないジャンルが顕在化されて、そういうのもある
のかーみたいな発見があってよかった。でも、同一テーマ本棚のな
かでも自分が求めているのと違う領域のものがあって（たとえば料
理の本棚でも自分は休日に凝った料理をする本を集めたいので、平
日に作る楽ちんな料理本はあまり見たくないみたいな）それがあ
ることに本棚を作ってから気づいたのでそういうところのフォロー
アップとかってしないと難しいのかなとか思った。
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 Q10. システムの良かった点があれば記入してください (自由記述)
 Q11. システムの改善点があれば記入してください (自由記述)
この 2項目はシステム全体についての気がついたことを被験者が自由に記述
できる。なんらかの記述があった被験者はその回答と合わせてそれぞれ表に
まとめている。
表 4.36: Q10. システムの良かった点があれば記入してください (自由記述)
被験者 回答
A 本のタイトルから表紙を選ぶことができた点。タイトルはあいまい
な記憶でも表紙は覚えていたので見つけることができました。
B 本棚への追加が容易だった
E 本棚の上での配置が割と自由に変えられるため、本の利用目的など
を場所である程度区別できるのは素晴らしいと思う。本と本につい
てのコメントがそれぞれのすぐ近くに表示されるので、コメントに
よる話題に対して対応しやすい。
F ドラッグ＆ドロップで本棚に追加できる点はとてもつかいやすかっ
たです。
G 集合知的に本棚を作るというのは、今までにそういうサービスがな
かったので素直に面白かった。本棚にコメントを付けられる機能の
おかげで、「この本棚をどう使って欲しいか」「どういう本を投入
してほしいか」を、タイトル以外の場所で詳しく明示できたのが良
かった。自分が作った本棚が、他の人の手で成長していくのを見れ
るというのは、嬉しいものですなあ。
H 表紙をドラッグして本棚に追加できることがすごく気軽な印象で、
使いやすかったです！可愛い表紙の本をどんどん追加したくなるシ
ステムだと思いました。誰が追加した本か分からない、というのが
良いと思いました。
I 本棚にドラッグドロップするのよかった。
 Q12. システムで利用したUserIDを記入してください
これは回答した被験者が実験の際に利用した IDを質問するもので、システ
ムの利用ログとアンケートの回答を結びつけるための情報として収集した。
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表 4.37: Q11. システムの改善点があれば記入してください (自由記述)
被験者 回答
A 個人本棚の使い方がイマイチ分からなかったです。
B エラー対策本棚の限界容量が少ないコメントの削除機能
C 本の並べ替えが少しやりにくい。表紙しか情報がなく、マウスオー
バーした時などに書誌事項が見られないのは不便。
E あるテーマ本棚に追加の書籍やコメントがあった場合、それがわか
るような機能があるといいと思う。自身のコメントを受けて他の人
がどういうアクションを起こしてくれたのかや、他の人たちがどん
なテーマに強い興味を持っていてくれるのかがわかるため。また、
本棚に入れた本は表紙だけ表示されていたように感じたので、マウ
スオーバーでタイトルが表示されるような仕様がほしいと感じた。
利用したいと考えた書籍を探すのがたやすくなるため。同様に、本
棚に本を追加する際にも書誌情報が表示されるような仕様がほし
い。本棚に入れたい本を探す際に表紙を表示されてもどの本が目的
のものか判別できないことがあるため、検索で絞りきれない本の場
合に入力をあきらめてしまったことがあった。コメントと本を直接
結び付ける機能がほしいと感じた。大抵は記入者によってコメント
でどの本について述べているのか言及されているが、そうしなくと
もどのコメントが（複数の本に対してであっても）どの本に対した
ものなのかを分かるようにしてほしい。
F テーマ本のコメントが本棚の下に伸びていて、新しいものほど本棚
から離れていくのは、改善すべきかと思いました。
G 自分が作った本棚や、自分がコメントした本棚について、新たな本
が追加されたら、通知（notication）の機能があればとても良かっ
た。「そろそろ新しい本が追加されてたりするかな～♪」と、全部の
本棚を頻繁に巡回してまわるのがとても面倒で、メールなりTwitter
なりで通知があればなあ、と毎回おもった。
H 本の情報を詳しく知れる機能があると嬉しいです。ユーザーのプロ
フィールを詳しく設定できると、コミュニティが深まるかもしれな
いと思いました。
I 謎の 503
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第5章 考察
評価実験の結果から、研究目的が達成されたかどうかを考察する。
5.1 形成されたコミュニティとその発展段階
関連研究で述べたコミュニティの形成条件とその活動と学習に沿って、本実験
を経て形成されたコミュニティがどのようなものであったかを検討する。Henriら
の研究によるコミュニティの発展段階において学習コミュニティに必要であると
される、(1)コミュニティ構成員は学習することを目的としているか、(2)コミュ
ニティで行われる学習では構成員の共通理解を形成しながら成果物を作り上げて
いる、(3)構成員のコミュニティへの帰属意識の三点から本実験におけるコミュニ
ティを見ていく。
5.1.1 コミュニティ構成員の目的
コミュニティ構成員が学習を目的としてシステムを利用しているかどうかを検
討する。
構成員がコミュニティへ参加する目的として、「Q1. どのようなテーマ本棚に
興味を持ちましたか (複数選択可)」を質問した。その回答を示したのが表 4.26で
ある。回答では、テーマ本棚の利用目的については娯楽目的での利用が最も多く、
学習目的で利用したのは 9名中 5名と約半数であった。これは実験を開始する際
にテーマ本棚に設定するテーマを学習に限定せず進めたためであると考えられる。
さらに、「Q2. テーマ本棚を利用する目的に合致するものを選択してください (複
数選択可)」の質問ではテーマについてどの程度学習意欲を持っているかを調べる
ため、テーマについての情報を得たい・テーマについて詳しく学びたいの 2段階
に分けて質問項目を設置した。その回答は表 4.27の通りであるが、9名中 8名と
ほとんどの被験者がテーマについての情報を得たいという回答をし、さらにテー
マについて詳しく学びたいというより強い学習意欲を持ってテーマ本棚を利用し
た被験者も 1名みられた。
これらの結果からは、本実験においてテーマ本棚の利用の際にほとんどの被験
者がテーマに関し学習する意欲を持って取り組んだことが考えられる。これは学
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習コミュニティ形成の要件である、構成員が学習を目的としてコミュニティに参
加するという点を満たしている。
5.1.2 コミュニティで行われる学習
続いて、システムで提供しているテーマ本棚機能・コメント機能を用いること
で、被験者が学習コミュニティに相当する内容の学習を行っていたか検討する。
テーマ本棚の利用を通した学習について
実際にテーマ本棚を利用した結果、「Q3. テーマ本棚は新たな知識を得るために
役立ちましたか」の質問に対する回答が表 4.28、「Q4. テーマ本棚を見ることはそ
のテーマについて学習することに役立つと思いますか」の質問に対する回答が表
4.29である。これらの質問に対し、テーマ本棚の閲覧はテーマについて知ること
に役立つ、また学習することにも役立つと 9名中 8名の被験者が回答しているこ
とに加えて、「Q5. テーマ本棚を編集する (本の追加・コメントの追加を行う)こと
はそのテーマについて学習することに役立つと思いますか」の質問に対しても表
4.30のように、被験者全員がテーマ本棚に本の追加やコメントの追加などの編集
を行うことは学習に役立つと思うと回答している。
前述したように構成員は学習を目的としてコミュニティに参加しているが、Q3
からQ5の結果から、実際にテーマ本棚を作ることを通じて学習が行えると多くの
被験者が感じていることがわかる。
コメント機能による共通理解の形成
テーマ本棚作成においてコミュニティで行われる学習の過程を見るため、コメ
ント機能の利用に焦点を当てる。本実験中でコメント機能を利用して他のユーザ
との交流をした被験者は 9名中 5名である。4.2.1節で示したように作成された 8
つのテーマ本棚に対しいずれも被験者によって 1つ以上のコメントが付与されて
おり、うち「Rubyの本棚」「プレゼントの本棚」「絵本の本棚」「統計の本棚」「料
理の本棚」「何でもありの一番おすすめの本の本棚」の 6つのテーマ本棚では複数
の被験者によるコメントが付与されている。
コメント内容について個別に見ると、被験者同士でやりとりをするようなコメ
ントが付与されているものがある。「絵本の本棚」のコメント（表 4.13）では、追
加された本に対し本の名前を挙げながら「面白いですよね」「懐かしい」といった
反応をコメントしている。更に、被験者 Aと Bの間には「@Bさん」「@Aさん」
といったようにユーザ IDを明示して返信する形で投稿されたコメントがあった。
返信機能はシステム上では実装していないため、これは被験者がシステムを利用
する中で独自に生み出した利用法である。さらにこの返信するコメントでは、直
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前に追加された本「りんごかもしれない」に対し、続編となる「ぼくのニセモノ
をつくるには」という本を推薦する内容になっており、本棚を使う者同士のコミュ
ニケーションが発生している。
また、「料理の本棚」において「お菓子も料理だよね?」（被験者B）というコメ
ントが付与された。これは料理と設定されたテーマの解釈について確認する意図が
あると考えられ、テーマの定義についてテーマ本棚を編集する構成員同士でテー
マについての共通認識を得ようとするものであると考えられる。このコメントに
派生して、「お菓子作りの本も追加されていて、お菓子作りにも興味がわきました」
（被験者D）というコメントがされており、料理というテーマの解釈をお菓子の範
囲にも広げることで、関心の幅が広がった被験者がいたことが読み取れる。
このように、コメントを用いることで被験者同士のコミュニケーションが起こ
り、その中にはテーマの定義を問いなおすことでどのような本棚を作成していく
かの共通理解を形成する活動が見られた。コミュニティ構成員が自身の参加する
コミュニティの最終的な目的についてコミュニケーションを行った、これは構成員
がコミュニティそのものの理解を相互に確認することであり、意味の交渉のプロ
セスに相当すると考えられる。意味の交渉は、節で述べている、コミュニティが
形成されるための重要な活動のひとつである。
コミュニティで行われる学習のまとめ
以上から、実験で形成された各テーマ本棚において形成されたコミュニティで
は、コメント機能を用いて構成員の共通理解を形成する取り組みをしながらテー
マ本棚という成果物を作り上げる、という内容で学習を行っていることがわかっ
た。よって、ここで形成されたコミュニティは学習コミュニティの要件であるコ
ミュニティ構成員同士の共通理解を形成し、その過程を経て成果物を作り上げる
点を満たしていると言える。
5.1.3 構成員のコミュニティへの帰属意識
システムの利用を通して被験者がコミュニティへ参加できたか、またコミュニ
ティへの帰属意識をどの程度持つことができたかについて検討する。
表 4.33の結果から、利用者の主観からコミュニティに参加したと感じられたか
どうかを質問したところ、9人中 7人がコミュニティへ参加した意識を持ったとの
回答を得ており、コミュニティへの参加を意識した被験者が多かった。
テーマ本棚の利用目的を問う「Q2. テーマ本棚を利用する目的に合致するもの
を選択してください (複数選択可)」において、他の利用者の役に立ちたいという
回答をした被験者が 9名中 5名存在していた。この回答からはこれらの被験者が
コミュニティへの知識の共有、コミュニティへの帰属意識を強く持っていると考え
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られる。これは学習コミュニティの構成要素のうちの一つであるコミュニティ参
加者の帰属意識、参加者同士の結束に相当する。
また、自由記述においてユーザのプロフィールを設定できるとよい、コメント
から本に対する思い入れが見て取れるのが興味深いなど、他のユーザがどのよう
な人なのかということに関心を持っているような記述が見られる。前述した利用
目的における他の利用者の役に立ちたいという回答と合わせて、同じテーマ本棚
の利用者というコミュニティで他の利用者が存在していることを意識していたこ
とが読み取れる。
5.2 形成されたコミュニティの変遷
形成された本棚のうち、特に「絵本の本棚」に着目し、コミュニティ形成の流
れを検討する。
表 4.12と 4.13より、「絵本の本棚」ではA,B,C,D,Iの 5人の被験者が本を追加し
ており、全ての被験者がコメントの付与も行っていることがわかる。この本棚では
Aが 2番目に追加した「りんごかもしれない」について Bが反応し、コメントを
返している。さらに、これらの会話を踏まえた上でCは新たな本「まわるおすし」
を追加し、おすすめしている。この時点で、「絵本の本棚」においてA,B,Cの 3人
の被験者は本を追加することとコメントを利用するという両方の機能を利用して
おり、他の被験者の本の追加・コメント追加から更に影響を受けて本の追加やコ
メント追加を行っている。このように、この 3人の被験者はコミュニケーションを
取りながら本棚を形成していく過程を見ることができるため、このA,B,Cの被験
者は「絵本の本棚」を中心とした学習コミュニティを形成していると考えられる。
この 3人のコメントに続いて、Iによる本の追加・コメント追加がある。これに
対しBはコメントで反応をしているが、会話はここで途切れている。またこの後
に Iは次の本を追加しているが、Bのコメントを受けて本を追加したというような
因果関係はコメントからは読み取れない。このため、I,Bともにこのやりとりに影
響を受けた本棚の形成は起きていないと考えられる。Dもコメントを追加してい
るが、このコメントに対する他の被験者の反応は起きていない。これらはそれぞ
れ個別の行動であると考えられ、D,Iの 2人は「絵本の本棚」の学習コミュニティ
に参加しているとは言い切れず、本棚を形成するという目標を持った目標コミュ
ニティの段階にあると考えられる。ただし、D,Iの被験者も、実験を継続する中で
コメントのやりとりが発生した場合には学習コミュニティの構成員となる可能性
があることが推測される。
このように、本棚を中心とした学習コミュニティが形成されているものの、成
果物を作るためのコミュニケーションを取っていないユーザも存在しているため、
ひとつの本棚に集まるすべてのユーザが学習コミュニティの構成員であるとは言
い切れない。一方で、本実験では学習コミュニティに参加していないユーザであっ
46
ても、実験をさらに継続して行った場合には学習コミュニティの構成員となる可
能性も十分にあると考えられる。
5.3 まとめ
実装システムを用いた実験を行った結果、(1)コミュニティ構成員は学習をする
ことを目的とする、(2)コミュニティで行われる学習として構成員の共通理解を形
成しながら成果物を作り上げている、(3)構成員のコミュニティへの帰属意識が現
れている、と学習コミュニティの形成の要件である三点を満たしている被験者が
同一本棚上に複数存在していた。このことから、本システムを用いることにより
学習コミュニティを形成することが可能であると言える。
しかし、本実験においては被験者数が不足しており、ごく小規模なコミュニティ
形成の実験に留まるものである。また、実験期間を十分に設けていなかったため
コミュニティ形成を長期的に観察することはできなかった。
本実験において学習コミュニティが形成されたことは一部の被験者のみの限定
的なものであり、コミュニティ形成を行うためにはサンプルの被験者数を増やす
こと、実験期間を数ヶ月単位で設けるなど、実験の設定部分での改善が必要と考
えられる。
5.4 今後の課題
5.4.1 テーマ本棚の作成に関する課題
本実験においては被験者がテーマ本棚を新規作成することが可能であり、実際に
実験中で被験者によるテーマ本棚の作成が行われていた。しかしそのテーマ本棚
の作成に関し「Q9, その他テーマ本棚について気づいた点があれば記入してくださ
い（自由記述）」（表 4.35）という質問で得られた記述の中で 2点の指摘があった。
本棚を新規に作成することへの心理的負担
公開共有本棚はシステム上のすべてのユーザに公開され、利用可能であるとい
う性質を持つ。そのため、テーマ本棚を作成することに対し「少しハードルが高
いと感じた」（被験者F）という記述があった。「テーマ本棚を作るときに、最初に
簡単な趣旨説明と、数冊の本を置くことで交流が活性化するような気がした」（被
験者 B）という記述もあり、利用者が自らテーマを作成することへの負担を減ら
す配慮が必要であると考えられる。システムが本棚の作成を行ったり、ユーザに
対し本棚の推薦を行うという機能は手法の段階で検討していたが本システムでは
実装していなかったため、システムによって利用者の負担を減らし、コミュニティ
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への参加を容易にするための工夫をすることでより活発なコミュニティへの参加
が期待される。
本棚のテーマ設定
テーマは被験者が自由に入力し、作成することができる。テーマを自由に選択
し作成できる一方でテーマのレベルについての問題が挙がっていた。自由記述で
は「適切なテーマのスケールというのがつかめず、本棚を新たに作るときに戸惑っ
た。」（被験者G）「同一テーマ本棚のなかでも自分が求めているのと違う領域のも
のがあって」「たとえば料理の本棚でも自分は休日に凝った料理をする本を集めた
いので、平日に作る楽ちんな料理本はあまり見たくない」（被験者 I）というよう
な記述がされていた。テーマとして設定できるキーワードを統制することでこの
問題は回避できる可能性があるが、「一番のおすすめなど、必ずしもテーマとして
範囲が限られないものなどについては、本を選んだ人がその本に対して持つ思い
入れなどを見て取ることができて興味深かった」（被験者E）というテーマとして
の範囲が自由であるがゆえの面白さを感じたという記述も見られたため、本シス
テムにおけるテーマ設定の自由さがメリットとなる部分、デメリットとなる部分
の両方があり、この自由度については検討の余地がある。
ある主題についての関心コミュニティが主題の内容のうちより専門的な内容に
ついて話す場合はより小さなコミュニティへと分化していくものもあるとされて
いたため、現在のような自由度の高いテーマ設定が行える場合はユーザ自身が適
切なテーマ選択を行っていくことができると考えられる。学習コミュニティの形成
においてはコミュニティ形成を目指す指導者の立場からテーマの統制を行うケー
スも想定され、その手法を選択することは 1点目のテーマ本棚作成へのハードル
の軽減にもつながることが推測される。
5.4.2 コミュニティ形成への課題
今回、実装システムではコメント欄でどのユーザが発言しているかを IDで示し
ていたが、そのユーザがどのような人であるかを表現する手段を提供していなかっ
た。自由記述で見られた「ユーザのプロフィールを設定できるとよい」「コメント
から本に対する思い入れが見て取れるのが興味深い」といった他のユーザ個人へ
の関心を持つ記述を踏まえ、ユーザ個人が自分を表現できる手段をシステム上で
実装することがコミュニティ構成員同士での結束につながることが推測される。本
システムの機能から考えると、例えばユーザの個人本棚を閲覧可能にするといっ
たように、ユーザ個人の関心をコミュニティ構成員へ示すための仕組みを提供す
ることでコミュニケーションが起こり、より多くのユーザがコミュニティへ参加
することを促進する可能性がある。
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5.4.3 システム面の課題
「Q10. システムの良かった点があれば記入してください（自由記述）」（表 4.36）
「Q11. システムの改善点があれば記入してください (自由記述)」（表 4.37）では、
システムについての自由記述を得た。良かった点としてドラッグ＆ドロップで本
棚に本を追加することができるインターフェースについての記述が 4名からあり、
非常に好意的であった。また、本を表紙で並べることができる点で本を見つけやす
い、本棚上の配置が自由に変えられることなどインターフェース面での記述が 6名
の被験者から得られ、本システムのインターフェースの使いやすさが評価された。
一方、システムの改善点についての記述では、本棚の更新を知る手段がなく、複
数の本棚に対しそれぞれ更新があるかどうかを閲覧するためにページ遷移をしな
ければならないことへの不満が複数の被験者から挙がっていた。5.1.3節で考察し
た通り本研究の実験において形成されたコミュニティでは構成員の帰属意識が強
く見られており、この改善点についても「自身のコメントを受けて他の人がどう
いうアクションを起こしてくれたのかや、他の人たちがどんなテーマに強い興味
を持っていてくれるのかがわかるため」（被験者E）との記述がある。この問題に
ついては、アラートにより更新を通知するなどの方法によりコミュニティへの帰
属意識を強めることにつながり、さらに活発なシステム利用が期待できる。
49
第6章 結論
本研究は図書館における知識創造を支援するために学習コミュニティを形成す
ることを目的に研究を行った。
学習コミュニティの定義を満たすための手法を検討し、(1)学習を目的とするコ
ミュニティ構成員を集めるために、大学図書館利用者を対象としてコミュニティを
形成する。また (2)コミュニティで行われる学習として構成員の共通理解を形成し
ながら成果物を作り上げるために、コミュニティ内でコミュニケーションを取り
テーマ本棚の編集を行う。さらにこの過程を通じて (3)構成員のコミュニティへの
帰属意識を形成することを目指した。
これらの手法に基づいて学習コミュニティを形成するため、本棚サービスによ
る学習コミュニティ支援システムを構築し、システムを用いた評価実験を行ってそ
の効果を検証した。評価実験によってシステムの利用ログと評価アンケートを得
て考察を行った結果、(1)コミュニティ構成員は学習することを目的にしている、
(2)コミュニティで行われる学習として構成員の共通理解を形成しながら成果物を
作り上げている、(3)構成員のコミュニティへの帰属意識が現れている、と学習コ
ミュニティの形成の要件である三点を満たしていた。このことから、本システム
を用いることにより学習コミュニティを形成することができたと言える。
今後の課題として、テーマ本棚の自動作成や推薦、テーマ設定の指標を作成す
るなどの手法でテーマ本棚作成時の心理的負担を軽減することや、ユーザ個人の
情報を充実させることによって学習コミュニティの形成をさらに促進することが
挙げられる。
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